
〈受講手続きについて〉

お申し込みから受講までの流れ
①香川大学地域人材共創センターに申込み（先着順）
②大学から申込み受付締切後に開講の有無をお知らせ。開講するときは、受講要領
や車の乗り入れ方法などを併せてご連絡（届け出の住所に郵送）
③受講料支払い
④受講

■令和６年度 後期公開講座実施一覧

❶受講できる方
一般成人の方どなたでも受講できます。但し、子供向け講座など受講生を指定する講座
は募集要項に示す方に限ります。
❷申込み方法
所定の申込用紙等に必要事項をご記入の上、受付締切日までに地域人材共創センター
に郵送、ＦＡＸ、メールでお申し込み下さい。
電話で直接のお申し込みも受け付けます。（受付時間：平日9時から17時）

❸受講料の納入方法等
申込み締切後にご連絡先の住所に郵便で開講のお知らせをしますので、その後に次の
いずれかの方法で納めてください。

２）初回開講時に会場で納入
注1）講座によっては講習料の他に、テキスト代や材料費等が必要になる場合があります。
注2）講習料納入後に受講を辞退した場合、事情のいかんによらず払い戻しはいたしません。
　　 但し、大学側の都合で講座が開講できなかった場合には返金いたします。

■車の乗り入れ
会場が香川大学のときは、車の乗り入れはできますが、駐車スペースが限られていま
すので、できる限り電車、バス等をご利用下さい。
■修了証書
受講する講座を３分の２以上受けられた方には、
香川大学地域人材共創センターから修了証書を
交付します。
■図書館の利用
図書館の受付で登録手続きをされると、開架図書
の閲覧や本を借りること（2冊まで）ができます。 

公開講座受講生募集
香川
大学キャラクター

香川大学地域人材共創センター

振込先

金融機関名
支店名
口座種別
口座番号
口座名義人

百十四銀行（０１７３）
本店営業部（１０１）
普通
２７８５２６６
コクリツダイガクホウジンカガワダイガク

※振込手数料はご負担下さい。（受講料+振込手数料の合計額をお振込みください）
※振込の際は2桁の当該講座の番号および受講者の氏名を必ず記載いただくようお願いい
たします。ATMやネットバンクでの振込の際も、振込依頼人名の変更や振込メッセージ等
で講座番号および受講者氏名の両方を入力願います。
※複数名分をまとめて入金される場合は、必ず事前に地域人材共創センターまでご連絡願います。

１）銀行振込で納入（受付締切後、開講の３営業日前までに納入）

区分 番号 講 座 名 講師名 日 程 回数/時間数 募集人数 講習料 受付締切

人
文
科
学

⓱ 近世讃岐の歴史を探求する⑵ 名誉教授 田中　健二 10/1（火）～10/29（火） 10:00～12:00 5回/10H 30 6,000円 9/13（金）

⓲ ニーチェの思想―『ツァラトゥストラかく語りき』を読む 非常勤講師 今崎　高秀 10/5（土）～2/15（土） 10:30～12:30 9回/18H 20 6,000円 9/20（金）

⓳ ドイツ（語）に触れる 非常勤講師 今崎　高秀 10/11（金）～2/7（金） 13:00～15:00 8回/16H 20 6,000円 9/27（金）

⓴ ちょこっとコミュニケーション 教育学部 坂井　聡 10/21（月）～11/25（月） 10:00～12:00 5回/10H 30 6,000円 10/4（金）

●21 日本史の中の古代讃岐Ⅲ 名誉教授 丹羽　佑一 11/7（木）～11/21（木） 13:00～16:00 5回/7H 30 6,000円 10/23（水）

社
会
科
学

●22 映画で考える人間の生き方 名誉教授 髙倉　良一 10/5（土）～1/25（土） 14:00～17:00 8回/24H 20 7,000円 9/20（金）

●23 現代の世界について考える 非常勤講師 今崎　高秀 10/22（火）～2/18（火） 18:00～20:00 5回/10H 20 5,000円 10/7（月）

●24 個を生かすチームづくりに役立つ知識(オンライン) 元香川大学
創造工学部教員 杉本　洋一 1/18（土）～2/1（土） 10:00～12:00 3回/6H 50 6,000円 12/27（金）

●25 穏やかに老いるために－遺産・相続・税金－ 法学部 青木　丈　� 外 1/21（火）～2/4（火） 14:00～16:00 3回/6H 20 6,000円 1/6（月）

自
然
科
学

●26 暮らしの中の有機物質を分子模型で実感しよう 名誉教授 川浪　康弘 10/5（土）～10/26（土） 10:30～12:00 4回/6H 20 6,000円（高校生3,000円） 9/20（金）

●27 臨床工学技士と一緒に最先端医療機器を見て触って学ぼう！ 医学部附属病院 光家　努　� 外 10/7（月）～12/23（月） 18:00～19:00 10回/10H 30 6,000円 9/20（金）

●28 讃岐三白をもとにして、物質、色、資源、エネルギー、環境等の知識を深めよう 名誉教授 片山　健至 10/29（火）～12/3（火） 13:30～15:00 6回/9H 30 6,000円 10/15（火）

●29 認知症を正しく理解し、予防しよう！！ 医学部 山本　美輪　� 外 11/7（木）～11/28（木） 17:00～18:30 4回/6H 20 6,000円 10/23（水）

●30 心不全を知って、みんなで在宅療養に参加しよう 医学部附属病院 野間　貴久　� 外 11/14（木）～12/12（木）18:30～20:00 10回/7.5H 30 6,000円 10/30（水）

●31 生物環境保全学：里山と里海の生態学（オンライン） 農学部 安井　行雄　� 外 11/16（土）～12/14（土）13:30～15:45 10回/10H 無制限 7,000円 11/1（金）
人
材

育
成 ●32 防災士養成講座 危機管理機構 長谷川　修一　�外 10/5（土）～11/30（土） 10:00～16:20 5回/23H 150 10,000円 9/9（月）

人
文
科
学

人
文
科
学

⑰近世讃岐の歴史を探求する（２）
■講座内容
　江戸時代は、大開発の時代であり、讃岐国では、城下町の整備、河川改修や新田開発、ため
池の新築・改修が盛んにおこなわれました。本講座では、引田城の周辺地域の変貌、屋島周辺
地域の開発、高松・古高松間の街道の変遷、明治維新から戦前昭和期にかけての旧高松城下町
の近代化、中・近世においての宇多津の繁栄など、おもに東讃から高松にかけての地域に関す
るテーマを取り上げ、分かりやすくお話しします。おもな資料となるのは、国絵図をはじめとす
る種々の絵画史料、旧版地形図、土地条件図、空中写真、江戸時代の地誌類などです。

■ 開 講日時　１０月１日（火）～１０月２９日（火）（全５回）
■ 担 当 講 師　田中 健二（香川大学名誉教授）
■ 募 集 人 員　３０人
■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場 香川大学地域人材共創センター
■受 講 料　　６，０００円
■ 受 付 締 切　９月１３日（金）

回 月　日 時　間 テーマ
1 １０月  １日（火）

１０：００

～

１２：００

引田の変貌

2 １０月  ８日（火） 近世の屋島

3 １０月１５日（火） 高松・古高松間の街道の変遷

4 １０月２２日（火） 旧高松城下町の近代化

5 １０月２9日（火） 宇多津の繁栄

⑱ニーチェの思想―『ツァラトゥストラかく語りき』を読む
■講座内容
　ドイツの哲学者F・ニーチェ（1844－1900）の代表的著作の一つである『ツァラトゥス
トラかく語りき』（1883－1885）を読むことで、ニーチェの思想の内実に触れ、その意
義や問題点について考えます。講義の流れとしては、最初に講師の方から全体像や各テ
クストのポイントについて話をさせて頂き、残りの時間は受講者様と自由に質疑・談話で
きればと考えています。参加に必要な予備知識などは御座いませんので、お気軽にご参
加ください。

■ 開 講日時　１０月５日（土）～２月１５日（土）（全９回） ■ 募 集 人 員　２０人
■ 担 当 講 師　今崎 高秀（香川大学大学教育基盤センター非常勤講師）
■ 会 　 　 場 香川大学地域人材共創センター ■ 受 講 対 象　一般成人
■受 講 料　　６，０００円 ■ 受 付 締 切　９月２０日（金）

回 月　日 時　間 テーマ

1 １０月  ５日（土）

１０：３０

～

１２：3０

オリエンテーション（前期の振り返り、参加者の関心、今期
の方向性について等）

2 １０月１９日（土） テクストを読む＆質疑①

3 １１月  ２日（土） テクストを読む＆質疑②

4 １１月１６日（土） テクストを読む＆質疑③

5 １２月  ７日（土） 中間まとめ、および質疑・談話

6 １２月２１日（土） テクストを読む＆質疑④

7 　１月１８日（土） テクストを読む＆質疑⑤

8 　２月  １日（土） テクストを読む＆質疑⑥

9 　２月１５日（土） 全体まとめ、および質疑・談話



社
会
科
学

人
文
科
学

⑲ドイツ（語）に触れる
■講座内容

ドイツ語の文章や動画（時事解説、報道特集、ドキュメンタリー、討論番組の一部など）を
用いて、ドイツの社会・政治・文化・歴史などに触れます。初級文法の知識があるとより学び
が深まりますが、日本語訳は講師の方で付けますので、ご参加に必ずしも必須では御座い
ません（基本文法の習得を希望される方には、短期完成の為のサポートは喜んでさせて頂
きます）。扱う内容や講座の時間配分（語学的な解説と内容についての解説・談話のバラン
ス）は参加者さまの状況やご希望に応じて柔軟に調整致します。ドイツ（語）に関心のある
方はお気軽にご参加ください。
■ 開 講日時　１０月１１日（金）～２月７日（金）（全８回）
■ 担 当 講 師　今崎 高秀（香川大学大学教育基盤センター非常勤講師）
■ 募 集 人 員　２０人
■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場 香川大学地域人材共創センター
■受 講 料　　６，０００円
■ 受 付 締 切　９月２７日（金）

回 月　日 時　間 テーマ
1 １０月１１日（金）

１３：００

～

１５：００

オリエンテーション（参加者の希望や講座の方向性について）
2 １０月２５日（金） ドイツ（語）に触れる①
3 １１月  ８日（金） ドイツ（語）に触れる②
4 １１月２２日（金） ドイツ（語）に触れる③
5 １２月１３日（金） ドイツ（語）に触れる④
6   １月１０日（金） ドイツ（語）に触れる⑤
7   １月２４日（金） ドイツ（語）に触れる⑥
8   ２月  ７日（金） ドイツ（語）に触れる⑦

㉑日本史の中の古代讃岐Ⅲ
■講座内容

日本史における原始・古代の讃岐文化の特質を解説する。
本年度も香川県内の遺跡、資料館で讃岐文化の特質を考える。

■開講日時　１１月７日（木）～１１月２１日（木）（全５回）
■担当講師　丹羽 佑一（香川大学名誉教授）
■募集人員　３０人
■受講対象　一般成人
■会　　場　香川大学地域人材共創センター、その他香川県内の遺跡、資料館
■受 講 料　　６，０００円
■受付締切　１０月２３日（水）

回 月　日 時　間 テーマ

1 １１月　７日（木） 13：00～１４：３０ 高松市歴史資料館の古代の展示から讃岐の古代
寺院を考える

2
１１月１４日（木）

１３：００～１４：００ 坂出市の讃岐国府跡と香川県埋蔵文化財セン
ターで讃岐国府を考える

3 １４：３０～１６：００ 坂出市城山古代山城で讃岐国府を考える
4

１１月２１日（木）
１３：００～１４：００ さぬき市志度寺から古代史族―多氏を考える

5 １４：３０～１５：３０ 富田茶臼山古墳から讃岐国造と多氏を考える

⑳ちょこっとコミュニケーション
■講座内容
　コミュニケーションが苦手な子どもさんとのコミュニケーションについて考えます。どのよう
にかかわってコミュニケーションしていけばいいのか等を考え、毎日接する子どもさんと楽しく
コミュニケーションするための具体的な方法を考えていきたいと思います。パソコンや情報端
末、携帯電話なども用いたコミュニケーションも考えていきます。サポートブックも作ります。

■ 開 講日時　１０月２１日（月）～１１月２５日（月）（全５回）
■ 担 当 講 師　坂井 聡（香川大学教育学部教授）
■ 募 集 人 員　３０人
■ 受 講 対 象　一般成人（保護者、支援員、保育士、教員）
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター
■受 講 料　　６，０００円
■ 受 付 締 切　１０月４日（金）

回 月　日 時　間 テーマ
1 １０月２１日（月）

１０：００

～

１２：００

子どもとのコミュニケーションを考えよう
2 １０月２８日（月） サポートブックを作る1　アシストガイド活用
3 １１月１１日（月） サポートブックを作る2　アシストガイド活用
4 １１月１８日（月） 適切な行動を増やす
5 １１月２５日（月） やっぱりコミュニケーション

㉔個を生かすチームづくりに役立つ知識
■講座内容

本講座の目的は、自他の「自分らしさ」を生かし合う協働ができるようにするために、ユング
のタイプ論を理論的基盤にして開発した教育プログラムの概要を説明し、定式化したマインド
セットとスキルセットを俯瞰的に理解してもらうことです。受講者は主に管理者層を想定してお
り、多忙な方も受講しやすいよう、遠隔（Zoom）で実施します。また、録画視聴も可能です。第
１回では、チームで共有したいマインドセットと基盤理論について学びます。第２回では、チー
ムで高めたいスキルセットに焦点を当て、第３回では前回の続きと全体振り返りを行います。

講師の知見は、博士（学術）、国家資格キャリアコンサルタント、MBTI認定ユーザー、企業で
の実務経験などを背景にしています。この教育プログラムの「開発」と「実践」（社会実装に向け
た取り組み）は、内閣府の「第２回総合知活用事例」に選定されました（詳細は内閣府の「総合
知」ポータルサイトをご参照ください）。
■ 開 講日時　１月１８日（土）～２月１日（土）（全３回） ■ 募 集 人 員　５０人
■ 担 当 講 師　杉本 洋一（元香川大学創造工学部教員） ■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場　オンライン ■ 受 付 締 切　１２月２７日（金）
■受 講 料　　６，０００円
回 月　日 時　間 テーマ
1 １月１８日（土） １０：００

～

１２：００

チームで共有したいマインドセットその基盤理論（タイプ論など）
2 １月２５日（土） チームで高めたいスキルセット（協働の正負両面に関する知見）
3 ２月  １日（土） 前回のつづき。残りの時間で、質疑応答と意見交換。

㉒映画で考える人間の生き方
■講座内容
　本講座では、映画を通じて「人間の生き方」、「人間とは何か」、「人間と家族の関わり」などに
ついて考察します。毎回選定された映画を鑑賞し、その後、グループワークやディスカッションを
通じて多角的な視点から議論を行い、参加者自身の考えを深める機会を得ることができます。
■ 開 講日時　１０月５日（土）～１月２５日（土）（全８回） ■ 募 集 人 員　２０人
■ 担 当 講 師　髙倉 良一（香川大学名誉教授） ■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 付 締 切　９月２０日（金）
■受 講 料　　7,000円

回 月　日 時　間 テーマ
１ １０月  ５日（土）

１４：００

～

１７：００

社会と個人
２ １０月１９日（土） 労働と人間の尊厳
３ １１月  ２日（土） 家族と社会
4 １１月１６日（土） 教育と人間形成
5 １２月  ７日（土） 公共の福祉と個人の自由
6 １２月２１日（土） 社会正義と法
7   １月１１日（土） 環境問題と人間
8   １月２５日（土） 未来への責任

㉓現代の世界について考える
■講座内容
「我々は現在、どのような世界に生きているのか？」「世界が進歩しているとするなら、それは

如何なる意味においてそうであり、あるいはそうではないのか？（なお潜在する課題や危険性
は何なのか？）」このような問題意識の下に、今日の世界について考察の下地となりうるスケー
ルの大きな書籍を基に自由に談話し、俯瞰的かつ多角的な視座を得ることが本講座の趣旨と
なります。取り上げるテーマや考察の下地・叩き台となる書籍は参加者の皆さまの御関心を反
映しながら柔軟に調整していく予定ですが、ひとまず今期はフランシス・フクヤマ『歴史の終わ
りと最後の人間』などを中心に扱う予定です。お気軽にご参加下さい。
■ 開 講日時　１０月２２日（火）～２月１８日（火）（全５回） ■ 募 集 人 員　２０人
■ 担 当 講 師　今崎 高秀（香川大学大学教育基盤センター非常勤講師）
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 講 対 象　一般成人
■受 講 料　　５，０００円 ■ 受 付 締 切　１０月７日（月）
回 月　日 時　間 テーマ

1 １０月２２日（火）

１８：００

～
２０：００

オリエンテーション：現代の世界について概観および参加者
の関心について等

2 １１月１９日（火） フクヤマ『歴史の終わりと最後の人間』

3 １２月１０日（火） フクヤマ『アメリカの終わり』、『アイデンティティ』、『リベラリ
ズムへの不満』など

4   １月２１日（火） フクヤマ『人間の終わり－バイオテクノロジーはなぜ危険か』など

5   ２月１８日（火） 2025年について：イアン・ブレマー（ユーラシア・グループ）
「世界10大リスク」等を基に

㉕穏やかに老いるために－遺産・相続・税金－
■講座内容
　高齢化社会の到来、ことに「団塊の世代」が後期高齢者に入ってゆく時代となって、「終活」という
言葉も日常用語になってきた。親たちの財産の引継ぎ、老後の自分の財産の管理など、その行く末
に思いをはせるのはみな同じである。そんな中、この講座では、公証人が遺言や任意後見において
果たす役割、遺産分割の実際、相続税や贈与税の基礎知識といった話題を取り上げ、分かり易く解
説したい。なお、本学法学部の青木教授は、全ての講座にコーディネータとして登壇する。

■ 開 講日時　１月２１日（火）～２月４日（火）（全３回） ■ 募 集 人 員　２０人
■ 担 当 講 師　青木 丈（香川大学法学部教授） 久本 裕之（弁護士）

政岡 克俊（高松公証役場所属公証人） 近藤 知史（税理士）
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 講 対 象　一般成人
■受 講 料　　６，０００円 ■ 受 付 締 切　１月６日（月）

回 月　日 時　間 テーマ
1 １月２１日（火） １４：００

～

１６：００

公証役場の利用
2 １月２８日（火） 相続・遺産分割の基礎知識
3 ２月  ４日（火） やさしい相続税と贈与税
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㉚心不全を知って、みんなで在宅療養に参加しよう
■講座内容

心不全の患者数は年々増加し2020年には120万人、生涯における発症リスクは5人に1
人と身近な病気です。しかしながら未だ社会の認知度は低く、患者ご自身やご家族、医療関係
者も療養時の対応に苦慮されています。本講座では、受講者が心不全の正しい知識を学び、患
者への対処法を身につけ、自ら療養に参加できるようになります。本講座は、将来心不全患者
が各地域で安心して療養が可能になることを目的としています。

内容は、受講者がお持ちの資格の有無に関わらず、日本循環器学会が認定する心不全療養
指導士もしくは日本心臓リハビリテーション学会が認定する心臓リハビリテーション指導士の
取得に準拠した、心不全の正しい知識を身につけていただくことを目標としています。
■ 開 講日時　１１月１４日（木）～１２月１２日（木）（全１０回）■ 募 集 人 員　３０人
■ 担 当 講 師　野間 貴久（香川大学医学部附属病院准教授）　外
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 講 対 象　一般成人
■受 講 料　　６，０００円 ■ 受 付 締 切　１０月３０日（水）
回 月　日 時　間 テーマ
１

１１月１４日（木）
１８：３０～１９：１５ 心不全てなに？

２ １９：１５～２０：００ 心不全の症状は？急変する危ないサインは？
３

１１月２１日（木）
１８：３０～１９：１５ 心不全の治療は？どうして薬が必要か？

4 １９：１５～２０：００ やめないで、そのお薬！
5

１１月２８日（木）
１８：３０～１９：１５ 心不全の内服薬以外の治療は?（どんな人工臓器が使われている？）

6 １９：１５～２０：００ 心不全の治療は？（人工臓器、心移植への関わり方は？）
7

１２月  ５日（木）
１８：３０～１９：１５ 食事で気をつけることは？ダメな習慣とは？

8 １９：１５～２０：００ どこまで無理がきく？最適な運動とは？
9

１２月１２日（木）
１８：３０～１９：１５ 療養指導の実際は？（現場の実情、みんなでできることは？）

10 １９：１５～２０：００ 療養にはいくらかかるの？社会資源をいかに活用するか？

㉛生物環境保全学：里山と里海の生態学
■講座内容

里山（さとやま）は人家周辺の田畑や低標高の山地、河川や小規模な湖沼などを含む複合的な環境
の総称で、芝刈りや薪取り、椎茸や木炭の生産、溜め池の整備と水田の耕作などの目的で適度に人為
的干渉が加えられたことによって数百年の長きにわたって維持されている環境である。また里海（さと
うみ）は聞き慣れない言葉だが、里山と同じように人間の長期的に持続可能な経済活動によって維持
されてきた沿岸海域の環境のことである。現在太古より人手の入っていない原生林や海岸は日本中ど
こにもなくなったが、里山・里海は適度な人為的撹乱により多様な環境要素とそれに適応した多様な生
物相を保持している二次的自然環境の代表である。香川県は1000m級の山地から河川、平野部を経
て浅海に至る環境要素がコンパクトに配置され、里山・里海の研究フィールドとして最適である。

この講義では５人の教員が取り組んでいる里山・里海の環境と生態系について解説する。

■ 開 講日時　１１月１６日（土）～１２月１４日（土）（全１０回）■ 募 集 人 員　無制限
■ 担 当 講 師　安井 行雄（香川大学農学部教授）　外 ■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場　オンライン ■ 受 付 締 切　１１月１日（金）
■受 講 料　　７，０００円
回 月　日 時　間 テーマ
１

１１月１６日（土）
１３：３０～１４：３０ 環境保全の科学：保全生態学入門

２ １４：４５～１５：４５ 里山の歴史と変遷：里山の文化史
３

１１月２３日（土）
１３：３０～１４：３０ 香川県における里山林の変遷と諸問題1

4 １４：４５～１５：４５ 香川県における里山林の変遷と諸問題2
5

１１月３０日（土）
１３：３０～１４：３０ 里山と動物群集１：動物群集の特徴

6 １４：４５～１５：４５ 里山と動物群集２：人間活動と動物の関係
7

１２月  ７日（土）
１３：３０～１４：３０ 水圏物質循環と人間活動：その1

8 １４：４５～１５：４５ 水圏物質循環と人間活動：その2
9

１２月１４日（土）
１３：３０～１４：３０ 里海としての瀬戸内海1

10 １４：４５～１５：４５ 里海としての瀬戸内海2

㉖暮らしの中の有機物質を分子模型で実感しよう
■講座内容
　現代の私たちの暮らしの中には、天然ガス、ガソリン、プラスチック、医薬品、香料など多くの
有機物質があふれ、生活を豊かにしています。ただ、これらの有機物質は目に見えない分子で
あるため、化学的なものの見方や考え方がなかなか難しいようで化学嫌いの一因になってい
ます。そこでこの講座では、化学が苦手な一般の方や高校生を対象に身近な有機物質の分子
模型を使って分かりやすい授業を目指しています。化学を学び直して、有機物質を身近に感じ
てみませんか？また、2050年カーボンニュートラルについても分かりやすく解説します。
■ 開 講日時　１０月５日（土）～１０月２６日（土）（全４回） ■ 募 集 人 員　２０人
■ 担 当 講 師　川浪 康弘（香川大学名誉教授） ■ 受 講 対 象　一般成人、高校生
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 付 締 切　９月２０日（金）
■受 講 料　　６，０００円（高校生３，０００円）
回 月　日 時　間 テーマ
１ １０月　５日（土）

１０：３０

～

１２：００

天然ガス、プロパンガス、ガソリン
２ １０月１２日（土） プラスチックはどのようにして作られるか？
３ １０月１９日（土） 糖はなぜおいしいと感じるのか？
４ １０月２６日（土） カーボンニュートラルとは？

㉗臨床工学技士と一緒に最先端医療機器を見て触って学ぼう！
■講座内容

医療機器は日々進化しております。当院の最先端医療技術を提供するにも医療機器なしでは成立しません。
この生命維持管理装置を含む先端医療機器の操作および点検等を担う医療技術職が臨床工学技士です。
本講義は、実際の医療機器の体験や見学を含めて当院の医療現場のことが少しでも県民の

皆様に伝わればと思います。
■ 開 講日時　１０月７日（月）～１２月２３日（月）（全１０回） ■ 募 集 人 員　３０人
■ 担 当 講 師　光家 努（香川大学医学部附属病院臨床工学部門長）　外
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 講 対 象　一般成人
■受 講 料　　６，０００円 ■ 受 付 締 切　９月２０日（金）
回 月　日 時　間 テーマ
１ １０月  ７日（月）

１８：００

～

１９：００

命を支えるエンジニア　臨床工学技士の紹介
２ １０月２１日（月） 心臓手術を支える人工心肺装置って何？
３ １０月２８日（月） 心房細動？AF？アブレーション治療って何？
４ １１月１１日（月） 腎臓の代わりを担う人工透析治療って何？
5 １１月１８日（月） 呼吸の代わりを担う　人工呼吸器って何？
6 １１月２５日（月） ECMO（エクモ）って何？
7 １２月  ２日（月） 補助人工心臓（VAD）って何？
8 １２月  ９日（月） 救命救急センターを覗いてみよう
9 １２月１６日（月） 集中治療室を覗いてみよう
10 １２月２３日（月） 新生児集中治療室を覗いてみよう

㉘讃岐三白をもとにして、物質、色、資源、エネルギー、環境等の知識を深めよう
■講座内容

讃岐三白、すなわち讃岐の伝統的な特産品である砂糖、塩、綿をもとにして、物質（有機・無機・高
分子）としての特徴、色と光とは何か、産業資源（食品・化学・繊維）、バイオマスエネルギー、環境との
関わりをお話しします。さらに、その他の香川県並びに四国の特産品の物質の特徴にも言及します。
■ 開 講日時　１０月２９日（火）～１２月３日（火）（全６回） ■ 募 集 人 員　３０人
■ 担 当 講 師　片山 健至（香川大学名誉教授） ■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 付 締 切　１０月１５日（火）
■受 講 料　　６，０００円
回 月　日 時　間 テーマ
１ １０月２９日（火）

１３：３０

～

１５：００

讃岐三白の概要。讃岐四白・五白・六白？日本と世界の白い特産品
２ １１月  ５日（火） 砂糖、塩、綿それぞれの物質としての特徴。白とは何か。色と光。漂白。

３ １１月１２日（火） 砂糖の科学と利用。砂糖、デンプン、セルロース（綿）の違い
とバイオエタノール。

４ １１月１９日（火） 塩の科学と利用（食品産業、化学工業）。塩素の光（公衆
衛生、合成化合物）と影（環境問題）。

5 １１月２６日（火） 綿の科学と利用（繊維産業）。綿の兄弟：木材と紙（洋紙と和紙）
6 １２月  ３日（火） 香川県の白くない特産品と四国の他三県の特産品の物質の特徴。

㉙認知症を正しく理解し、予防しよう！！
■講座内容
　日本は、超高齢社会と言われるようになり、65歳以上の高齢者が増加しております。「年をとった
らボケる」といわれることがありますが、そうではありません。日常生活の中で、ちょっと気を付ける
ことで予防できることも多いのです。また認知症に対する偏見もまだまだあります。「認知症」とい
う疾患、症状そして日常生活への影響を理解して、どのように予防できるかを一緒に学びましょう。
■ 開 講日時　１１月７日（木）～１１月２８日（木）（全４回） ■ 募 集 人 員　２０人
■ 担 当 講 師　山本 美輪（香川大学医学部教授）　外 ■ 受 講 対 象　一般成人
■ 会 　 　 場　香川大学地域人材共創センター ■ 受 付 締 切　１０月２３日（水）
■受 講 料　　６，０００円

回 月　日 時　間 テーマ

１ １１月  ７日（木）

１７：００

～

１８：３０

認知症を理解するため、まず加齢による変化を理解しましょう。高齢者体験装具で白内障、
サルコペニア、巧緻性障害等を体験し加齢による日常生活への影響を体験しましょう。

２ １１月１４日（木） 認知症は予防できる！という概念が注目され、認知症予防の研
究は進んでいます。認知症の最新の予防法を学びましょう。

３ １１月２１日（木） 【前半】認知症ケア　映画「折り梅」を解説付で、鑑賞。日常
生活の中で認知症はどのように影響するのか学びましょう。

4 １１月２８日（木） 【後半】認知症ケア　映画「折り梅」を解説付で、鑑賞。前半に続いて認知
症理解や、当事者・家族の思い、またどのようなケアがいいのか学びましょう。

㉜防災士養成講座
■講座内容

防災に関する正しい知識と技能を持ち、災害時には自助、共助の中心として活躍できる防災
士を養成する講座です。本講座を履修すると、ＮＰＯ法人日本防災士機構の防災士資格取得試
験の受験資格を得ることができます。
■ 開 講日時　１０月５日（土）～１１月３０日（土）（全５回）
■ 担 当 講 師　長谷川 修一（香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 特任教授） 他 多数の講師陣
■ 募 集 人 員　１５０人（先着順で１５０名に達し次第受け付けを終了します。）
■ 会 　 　 場　香川大学創造工学部 講義棟３階 ３３０１講義室
■受 講 料　　１０，０００円（その他、教本代4,000円、受験料3,000円、登録料5,000円必要）

※お申し込みは、防災士資格をお持ちでない方を優先させていただきます。
■ 募 集 期 間　令和６年９月４日（水）９：００～ 令和６年９月９日（月）１７：００
■ 申 し 込 み　https://forms.office.com/r/71VX9Kci2G?origin=lprLink（申込みフォーム）
■ お問い合わせ先 香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構

TEL　087-864-2544　E-mail　kikikanri-c@kagawa-u.ac.jp
くわしくは、ホームページ　https://www.kagawa-u.ac.jp/iecms/をご確認下さい。

回 月　日 時　間 テーマ

1 １０月  ５日（土）

10：00

～

16：20

ガイダンス、防災士に期待される活動、企業・団体の事業継続、地
震・津波のしくみと被害、風水害・土砂災害と対策、地域の防災活動

2 １０月１２日（土） 地震・津波への対策、避難所の設置と運営協力、災害情報の活用と
地域防災、災害とボランティア活動、ライフライン・交通インフラの確保

3 １１月  ２日（土） 惨事ストレスと心のケア、災害と保険、風水害・土砂災害等への備
え、被害想定・ハザードマップ、クロスロード

4 １１月２３日（土） 耐震診断と耐震補強、先人の教えに学ぶローテク防災術、近年の自然災害
に学ぶ-災害現場からの教訓-、行政の災害対応、緊急救助技術を身につける

5 １１月３０日（土） 気象災害と公的機関による予警報、災害医療、地域防災と多様性
への配慮、修了式、防災士試験

予備日 １２月１４日（土）
台風などにより、休講となった場合、その日の講義の代替日とします。
休講の措置については、ホームページに掲載いたします。
香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構
https://www.kagawa-u.ac.jp/iecms/
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総合情報センター 第２体育館 

テニスコート 

教育学部門

地域人材共創センター
（研究交流棟 6 階）

会場までの交通案内
■地域人材共創センター
（幸町北キャンパス・教育学部構内）
JR線

バ ス
ことでん

高徳線　昭和町駅下車　徒歩5分
瓦町駅下車　徒歩20分
下笠居線　幸町下車　徒歩5分
香西線　宮脇町下車　徒歩7分
まちなかループバス  香川大学教育学部下車すぐ

■香川大学医学部

バ ス
ことでん 長尾線　高田駅下車　徒歩30分

高松医療センター・大学病院線
大学病院下車 すぐ

■香川大学創造工学部

■香川大学農学部

■高松市生涯学習センター（まなびCAN）

ことでん 長尾線　農学部前下車　徒歩3分

ことでん 片原町下車　徒歩3分

バ ス
ことでん 琴平線　太田駅下車　徒歩30分

川島（林新道経由便除く）線 サンメッセ香川下車 徒歩10分
川島線レインボー通り経由 香川大学創造工学部前下車 すぐ

伏
石

創造工学部

教育学部
地域人材共創センター
法学部・経済学部

令和６年度香川大学公開講座受講申込書
ふりがな 性別

男 ・ 女

年齢

氏　　名 歳
（　　　　年生）

住　　所

電話番号
（連絡先）

〒

－　　　　　　　　　　　－　　　

ご 職 業
（差し支えない
 範囲でお願い
します。）

① 会社員

⑥ パート・アルバイト

③ 公務員

⑧ 無職

④ 自営業

⑨ その他( 　　　　　　　）

⑤ 主婦・主夫

受 講 希 望 講 座 名（ 複 数 受 講 可 ）番号

（ 切 取 線 ）

香川大学地域人材共創センター事務室
〒７60-8521  高松市幸町１番１号
TEL（087）832-1273　FAX（087）832-1275
E-mail：syogse@kagawa-u.ac.jp

お問い合わせ

香川大学地域人材共創センターは、生涯にわたって学び続ける地域人材の育成に貢献

するために、地域のニーズと大学のシーズの共創を基盤とした生涯学習の推進を目途に地域

社会に向けた活動を展開しています。

同センターは、一般成人はもとより、企業人の方 を々も対象として、一般教養的な公開講座

に加えて、リスキリングを主目的とした専門分野に特化したリカレント専門講座の提供にも力を

入れています。「人生100年時代」と言われて久しく、今や生涯学習は、持続可能な学びを身

近にする代名詞となっているのではないでしょうか。

ぜひ、「持続可能な学びを身近にする」場として、香川大学地域人材共創センターが開設

する多種多様な公開講座にふるってご参加ください。関係者一同、心よりお待ちしております。

原  直 行香川大学地域人材共創センター長

ご 挨 拶

持続可能な学びを身近にする！

個人情報の取り扱いについて

申込用紙及び講座内でこ記入いただいだ情報については、個人情
報保護の観点から厳重に管理します。また、下記目的以外には使
用しません。

1．当該講座への登録、受講に関する連絡及び講座の実施に
必要なこと。

2.今後の公開講座等の案内及び統計情報の作成
3.本学教員が教育・研究のため、授業資料、学術調査や論文
に使用すること。

赤い線にお進みください。香川大学正門ゲート前
にお進みいただき、短縮ボタン❽を押して講座名・
お名前をお伝えください。Pが混雑している場合
は空いている駐車スペースにお停め下さい。

＊お車でお越しの方＊

注： 駐車場までの道順

N

香川大学地域人材共創センター  案内図

② 会社役員

⑦ 学生


